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P − 275　　 妊娠 中期の 子 宮動脈血流速度波形に お

け る拡張早期 noteh を用 い た妊娠 中毒症及 び SFDの

発症予知 に 関 する検討

P − 2ア6 性ホル モ ンと体内ビタ ミンK 濃度
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匚目的］妊娠 中期 に 施 行 した子 宮動脈血 流速 度 波

形に おけ る拡張早 期notch の 有無 と 妊娠 中毒症及 び

SFD （出生体重 の le％タ イ ル 未満 ）の 発症 との 関

係 を検討 す る こ と ．

［方 法］ 1993年 4月 よ り1995年 12月 まで ， 妊娠 16週

か ら24週 の 単胎妊娠 22朔 を対象 に 子 宮動脈血 流速

度波形 の 計測 を行 っ た 。血 流の 測定 は ， 外腸 骨動

脈 と子 宮動脈 が交差 す る 部 位で 行い ， 3心 拍以上 に

わた り ， 明 らか な拡張早期 の くぼみ を認 め る 場合

を hoteh 陽性 と した ．229例 中 21例 は里帰 り分 娩 の

た め 追跡 が 不 能 で あっ た ．ま た ， 2例 は 妊 娠 24週未

満に おい て 出生 したた め ，SFDの検討か ら除外 した．

解 析 は ， SPSSを用 い て Z2 検定 を行 い ， 危 険率 5

％未 満を有 意差有 り と判定 した ．

［成績 コ追跡 の 結 果 ，notch が み られな か っ た群

（171例）か らは 2例 （1，2％）が 妊 娠中毒症を発症

した ．片 側 伽 。tchが み られ た 群 （16例 ）か らは 1

例 （6，3Yo） ， 両側の n。tchが み られた群 （21例）か

らは 3例 （14．3％）が妊娠中毒症 を発症 した （p； O．

OO2） ．妊娠 中毒症 の 分類 は ，
い ずれ も重症 で あ っ

た ．n 。t。h陽性の場合 ， 妊 娠中毒症発症の 相対危険

度は 9，0倍で あ っ た ．

　一方，SFDの 発症 に 関 して は ，　 n。tchの み られ な

か っ た群 （16e例）か らは 5例 （3，0％）が SFDを発症

した ．片側 の notch が み られた群 （t6例 ）か らは 1

例 （i2．5，1，） ， 両側 の notch が み られ た群 （2i例｝か

らは 4例 （19．　OX）が SFDを発 症 した （p＝0．003）．

b 。tch陽性の 場合 ，
　 SFb発症の 相対危険度は 5，5倍で

あ っ た ．

［結 論］妊 娠 中期 の 子宮 動脈血 流速度波形に お け

る n。tehの 存 在 は ，妊 娠 中毒症及 び SFDの 発症 予知

に 有 用 な所 見 と思 わ れ る ．

【目的】ビ タ ミ ン K は体内 に 広 く分布 し．多くは 肝組

織 に集積す る肝 は ビタ ミン K の作用発現の場と考 え

られて い る．我 々 は経母体的に投与されたビタミ ン K

が胎児に 良好に移行す る 事を確認 しさ らに 肝組織中

で の ビタミン K 濃度 に 性 差があ る こ と を報告 してき

た．そ こ で今回 は性ホル モ ン が肝組織中の ビタミ ン K

濃度に い か に影響 を与 え る か を検 討 した の で報告す

る 、【方法】Wistar一  跏 chi 雌ラ ッ トを 3 週齢で去勢

しエ ス トロ ゲ ン投与群（E 群）
−100 μ g ／ mt ・w   k

sc （n ・5），
エ ス ト ロ ゲ ン＋ プロ ゲ ス テ ロ ン投 与群 （EP

群）
−E ：10 μ g 値 ・week 十 R1   ／rat・weeksc ＜序 5＞，

テ ス トス テ ロ ン投与群（丁群）−h   ／rat　・weeksc （te5 ）

の 3 群 を作成 し，6，9，
12 週齢 で 肝組織 を採取 し，HP1 £

法で MK −4濃度を測定 した．そ して 3週齢で 去勢 し，ホ

ル モ ン を投与 しな い もの を oon 症01 群 とした．【成績】

E 群で は ．6 週齢で 9．68± 1．81（m 銘 n ± sd ，  ／匐，9 週

齢 で 7．88± 0．98．12 週 齢 で 5．31± 0．79で あ っ た．EP

群で は ．6 週齢で 8。40 ± 1．37，9 週齢で 7．15±O．88．12

週齢 で 4 ．71 ± 0．41 で あ っ た．また T 群 で は ，6週齢 で

5．09±0．93，9 週齢で 3．00 ± O．38．12 週齢で 1．73±

0．27で あ っ た．一方 contu ）1群では 、6週 齢 で 7．89 ±

1．66，9 週齢で 5．13± 0．78
，
12 週齢で 3．69± 0．40であ

っ た．各群間で は，6週齢で ．T群は ，con 猷 ）1，E ，EP群に比

し有意に 低値となっ た、そ して 9，12 週齢では E．EP 群

は ，
CDntrel 群 に 比 し有 意 に 高値を と り，

T 群 は oon 敏 ）1

群に比 し有意に低殖を示した．【結論】雌ラ ッ ト肝組織

中 ビタ ミンK 濃度 は ，性成熟 に伴い 上昇 し，雄 ラ ッ トで

は低下 し た．これ は性ホ ル モ ン が肝組織中ビタ ミ ン K

濃度 に作用 した結果 で ある と思われたが，今回の結果

よ りエ ス トロ ゲン，プロ ゲス テ ロ ンは，肝 組織 中 ビタ ミ

ン K 濃度に促進的に作用し ．テ ス トス テ ロ ン は抑制的

に作用して い る こ とが確認で きた，
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